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平成29年5月23日（火）　第1860回例会

第1860回例会記録　平成29年5月23日（火）  43/48回

＜点鐘＞ � 北島会長
＜ソング＞　我等の生業
＜お客様ご紹介＞
米山奨学生　傅嘉巍君

＜会長報告＞� 北島会長
1.	会員増強・維持の件／コーディネーターニュース
2.	�地区ローターアクト「第47回地区研修・協議会･卒

会式」の案内
　6/18（日） 13：00〜17：15 懇親会（IA/YE以外）
　17：30〜19：30 新横浜ソシア21
3.	�川崎・しんゆり芸術祭2017（アルテリッカしんゆり）

第５回実行委員会の開催について
　6/12（月）17：30〜 新百合21ビル地下2F

＜幹事報告＞　� 親松幹事
＊第3グループ会長幹事ご苦労様会の案内
　6/24（土）18：00 琴平神社
＊近隣クラブ例会変更
　横浜あざみRC

＜ニコニコ委員会＞　� 阿久澤委員長
　北島会長、親松幹事→「本日、地区協報告宜しくお
願い致します」。安藤志子会員→「先日はライオンキ
ングに多数ご参加頂きありがとうございました」。以
下、感謝をこめてニコニコへ。安藤美恵子会員、安
藤亨会員、福家会員、平岡会員、井上久会員、井上
勇会員、磯会員、金子会員、勝田会員、小島会員、
小塚会員、中島健児会員、中島眞一会員、中村会員、
野島会員、尾崎会員、嶋会員、鈴木文夫会員、鈴木

清会員、玉井会員、山本会員、渡邊会員、結城会員、
阿久澤会員。

＜出席委員会＞　� 結城委員

＜ニコニコ・財団・米山委員会＞　

本日のプログラム
＜委員会報告＞　
� 次年度クラブ奉仕委員会　中島健児委員長
　私は、「クラブ奉仕･広報･公共イ
メージ向上部門」の分科会に参加
して参りました。分科会では４つ
のテーマについて発表がありまし
た。①「広報･公共イメージの向上」
について ②「クラブ奉仕の役割」
について ③「クラブ奉仕委員会の
活性化」について ④「ロータリーの魅力とは」につ
いて。
　はじめに「広報・公共イメージの向上」について、

※諸事情により、スケジュールは変更になる場合があります。

第1862回	  6 月 6 日	 本年を省みて　クラブ・職業奉仕委員長

第1863回	  6 月13日	 本年を省みて　青少年・社会・国際奉仕委員長

第1864回	  6 月20日	 本年を省みて　会長	

川崎百合丘ロータリークラブ ホームページ　
http://www.kawasaki-yurigaoka-rc.jp/

例 会 日	 毎週火曜日  12：30〜13：30　　
例会会場	 ホテルモリノ7F　TEL 044-966-1300

会員 出席 欠席 メーク

第1860回	 44	 30	 14	 	 68.18%
第1859回	 44	 44	 	 	 100%

出席率

今回

ニコニコ
財団
ベネファクター
米山

	 27件	 27,000円	 1,125件	 1,226,380円
	 0件	 0円	 22件	 292,000円
	 0件	 0円	 1件	 106,000円
	 0件	 0円	 37件	 480,000円

累計



次年度広報･公共イメージ向上委員会大塚委員長より
発表がされました。RCを広く世間に認知してもらう
活動として、今年度チャリティマラソン大会が開催さ
れ、大変大きな反響があり、次年度も継続開催する
方向で検討しているとの報告がありました。また第
2670地区（四国地区）ガバナー事務所が製作した『お
しえてロータリー』という題名のアニメは、子供から
大人まで幅広い世代にRCをわかりやすく説明した内
容となっています。
　次に次年度戸村地区クラブ奉仕委員長より「クラ
ブ奉仕の役割」について発表がありました。
　ロータリーは「出席･親睦･奉仕」の循環が大切で
あります。ロータリーはまず例会に出席し、会員同士
の親睦を深めることから始まり、心の触れあいを深め
た会員同士が奉仕活動に参加することで、ロータリア
ンとして高められた観念が生まれます。この高められ
た観念を自分の職場や日常生活の面に生かすことに
よって達し得た、より高い心の境地が再びクラブに還
元されることにより、より豊かな親睦をクラブにもた
らすことになる。「出席無くして親睦無し、親睦無く
して奉仕無し」という所以がここにあると述べられて
いたのがとても印象に残りました。この考え方を基本
に明るく楽しいクラブ作りに貢献していきたいと考え
ております。
　　　　　　次年度社会奉仕委員会　安藤亨委員長
　協議会のご報告をさせて頂きま
す。箕田パストガバナーより「こ
の頃社会奉仕に限らずどの奉仕も
お金や物を渡して終わりというこ
とがやや見受けられます。どうか
クラブの皆さん汗をかいて下さい。
何か行動して下さい。そのような
形の奉仕が本来のロータリーの奉仕ではないでしょう
か」。との話があり、とても印象に残りました。確か
にその通りで我々は慈善団体ではなく寄付団体でもな
いので、奉仕という形を考えると汗をかいてやらねば
ならないのではないでしょうか。
　社会奉仕は最も地域にPRできるセクションであり
ます。奉仕活動をすることによって、百合丘のこの地
域で好感を持ってとらえられることで、会員増強の面
でも大きな力になるのではないでしょうか。
　次に昨年9月に行われたアンケートの結果発表があ
りました。57クラブ全てから回答がありました。事業
内容では人道的福祉活動（平和･国際親善･教育･医療･
健康･授産･貧困など）73件33％、文化的スポーツ活動

（展覧会･音楽会･芸術･歴史･学習･武道･野球など）30
件14％、社会的活動（街作り･経済発展･交通･景観･町
並み･公園･治安･観光など）116件53％となり一番多い
のは社会的活動でした。また、ほぼ9割が継続事業で
した。当クラブも足なが募金、清掃、青パトなどを継

続事業として行っております。できれば新しいものを
みつけてチャレンジしてもらいたいと思います。
　これからの新規事業についてですが1つの案として
地球環境の緑化、たばこの吸い殻拾いや壁の落書き
消しをすることによって犯罪の抑制になるのではない
でしょうか。2番目に地域の防災に役立つ活動。例え
ば保護犬の里親捜しなど。3番目は大規模災害の支援
活動など。また、これから起こりうるであろう災害に
ついて地域の行政や消防、警察と連携しての支援な
ど。最後に貧困児童に対する支援。これらを1つのヒ
ントとしてみてはいかがでしょうか。
　　　　　次年度国際奉仕委員会　中島眞一委員長
　国際奉仕部門の分科会では「国
際奉仕活動に挑戦しよう」という
テーマで市川緋佐麿パストガバナ
ーよりお話がありました。その中
で、国際奉仕活動の立案、実行に
は複数年を要することがあるので、
早い段階から戦略計画に組み込み、
全会員周知の下で、そのプロジェクトの委員会を作っ
て年度をまたいでも実行に移すことが必要であると述
べられました。
　続いて、地区国際奉仕委員会の石塚委員長より地
区の来年度の方針について説明がありました。第1に
地区では、積極的に国際奉仕活動をする意欲のある
クラブに対して、米山奨学会や米山学友会との連携
で海外での具体的な支援のニーズ情報を収集してい
きます。第2にそういった情報を独自のホームページ
で詳細に報告して参考にして頂き、それを各クラブで
大いに活用して頂くようにしていきます。3番目とし
て参考となる資料や部内外の事例などを収集し、国
際奉仕の啓蒙活動を行います。
　実際の活動について、地区のグローバル補助金委員
会の竹中委員長より説明がありました。グローバル補
助金を使う事業については海外での事業のみでプロジ
ェクトに持続性がなくてはいけません。例えば「水と
衛生設備」というテーマがありますが、衛生状態の悪
い地域に行って、井戸を掘り、水洗トイレを作るとい
ったプログラムが立案したとして、井戸とトイレを提
供したらそれで終わりというのではなく、それを清潔
な状態で使い続け現地の人達の健康状態を向上させる
という目的を達成するために、ロータリーで現地の人
を教育してボランティアを育成し、彼らだけでそれを
維持できるようになって初めてプロジェクトの完成だ
ということを強調していました。これらのプロジェクト
を行うことは、クラブのエネルギーとこれに対する入
念な調査、これを最後まで成し遂げようという相当な
覚悟が必要だと考えられます。地区の提供する情報を
大いに活用して、意欲あるクラブにおいては、ぜひ前
向きに、この奉仕活動を進めてほしいとのことです。


